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優良農地を残せ！（入野早咲地区）

　

  

老
朽
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
は
強
制
的
に
取
り
除

く
こ
と
は
出
来
る
か
。

　

既
設
の
避
難
道
や
避
難

タ
ワ
ー
に
不
備
が
あ
れ
ば
改

修
す
る
か
。

　

津
波
な
ど
の
浸
水
域
に
建

つ
集
会
所
の
高
台
へ
の
移
設

に
つ
い
て
、
建
物
、
土
地
の
地

区
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
少
子
化
問
題
は
製

造
業
や
商
業
の
集
約
す
る
自

治
体
で
人
口
の
自
然
増
が
政

府
の
調
査
で
判
明
し
て
い
る
。

三
セ
ク
の
缶
詰
工
場
の
利
益

で
雇
用
増
を
期
待
し
た
が
、

利
益
を
出
す
考
え
は
な
い
と

聞
く
。
本
町
の
財
産
は
農
地
、

海
、
山
の
み
だ
。
若
者
を
雇
用

す
る
場
が
あ
れ
ば
、
少
子
化

対
策
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

企
業
誘
致
や
起
業
な
ど
で
若

者
の
働
き
場
を
作
る
考
え
は

あ
る
か
。

　  
大
西 
町
長

　

全
体
的
に
は
黒
潮
町
総
合

戦
略
の
方
針
に
沿
い
取
組
ん

で
い
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
つ
い

て
は
所
有
者
の
同
意
が
必
要

だ
。

　

既
設
の
避
難
道
や
避
難
タ

ワ
ー
は
、
危
険
箇
所
が
あ
れ

ば
今
後
、
地
区
か
ら
の
要
望

で
改
善
す
べ
き
も
の
は
し
て

い
く
。

　

集
会
所
の
高
台
へ
の
移
転

は
、
地
区
負
担
は
一
割
、
土
地

は
無
償
だ
。

　

企
業
誘
致
は
今
は
難
し
い

が
、
起
業
計
画
が
あ
れ
ば
協

力
し
た
い
。

　　

  

国
交
省
の
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
、
提
示

さ
れ
た
３
ル
ー
ト
帯
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
９
月
、
地
域
住

民
、
自
治
体
等
に
意
見
聴
取

し
て
い
る
か
。
し
て
い
る
と

し
た
ら
、
ど
の
地
区
の
人
に

聴
取
し
た
か
。

　

ま
た
、
自
治
体
へ
の
聴
取

内
容
へ
の
答
弁
内
容
は
。

　

盛
土
工
法
で
津
波
に
対
し

て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

ど
う
な
っ
た
か
。

　  
大
西 
町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容

は
、
１
回
目
は
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
、
２
回
目
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
ル
ー
ト
案

を
考
え
る
際
に
何
が
重
要
か
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
考
え

る
際
に
何
が
重
要
か
問
う
て

い
る
。
そ
の
他
に
、
意
見
や
要

望
が
あ
れ
ば
自
由
に
書
け
る

欄
を
設
け
て
い
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

５
８
５
０
部
を
各
世
帯
へ
郵

送
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

各
地
区
、
各
世
帯
へ
の
聞

き
取
り
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

国
交
省
に
何
度
も
申
し
入
れ

を
し
て
い
る
。
現
在
、
取
り
か

か
っ
て
お
り
、
最
終
の
説
明

資
料
を
作
成
し
て
頂
い
て
い

る
と
伺
っ
て
い
る
。

答

答

問

問

小永 正裕 議員
おなが まさひろ

地震津波、少子化対策は

  町総合戦略の方針による

まちづくり

地
元
へ
の

聴
取
は
行
っ
た
か

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

等
も
ま
だ

高規格道路


